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昭和 36年 1 月初日

(1) Weber-Ramstedt氏手術例とその応用

例

外 E O山本輝雄・小柳津達

最近我々が経験した生後60日の女児に於ける先天性

肥厚性幽門狭窄症及び61才男子に於ける癌転移性唾癒

による圧迫性食道狭窄症の 2例について， Weber-

Ramstedt氏手術及びその応用を試みて好結果を得た

ので報告した．

(2) 胃癌胃潰疹の 4家系について

大和高田市民病院外科

杉本雄三・O原慶文 ・鯉江久昭

開院来7年間に行ったp 約 400例の胃十二指腸手術

中に，癌， f資療を家族的に有する 4家系が含まれてい

る．この中9例が手術で確認されP 他4例措：レ線透視

あるいは他の方法で確認された．

I家 ：：長男吐血死，四P 五男共に胃十二指腸潰疹

（手術〕． A家 ：母胃癌（手術）． 父胃癌苑．長男，三

男共胃潰場（手術）．次男胃潰蕩（レ線確認）． 三女胃

炎.Y家・母胃癌（手術）．長男四男共胃潰湯（手術）．

二，三男胃炎.s家：父吐血死．長男胃潰疹（レ線確
認I，次男胃癌（レ線確認よ長女胃癌（手術）．

以上より 3 ①女子に潰壊がなしいづれも癌である

ことが興味深い．②潰疹の位置，大きさでI家にのみ

類似性を見た．③われわれのデーターは，一貫して手

術などによって確められたp 比較的確実なものである

がp これ丈で，その遺伝性を云々することは早計であ

る．今後の諸兄の参考になればと報告する．

追加杉本雄三

このデーターからp いえることはp 胃癌も胃潰疹も

同一家系に現われるというこ とです．唯一元的にある

ものから癌と波湯治：同時に別個の形で発現するのか，

潰湯治：先行して癌に変性して行くのかの相違です．

女にt賢蕩がなしいきなり癌の形で出ることゆ興味
深いことです．大体潰壌は男子に多いのですが，私の

所の手術例では圧倒的に女子が少いようです．女子に

はサイレントの期間があってp いきなり癒といろ形で

現はれるように思います．

質問大阪市大 原田直1ちー

その4家はどういう集団の中の4家系ですか．

答 杉本雄三

私の外科を訪れた 400例の手術例の中のものであっ

てP 特定の者ではありません．奈良県中部南部の人達

で村落的に多少の偏りはあってもp 山関部とか，平地

の区別はありません．

質問 外E 村山保雄

環境による影響はありませんか，

答 杉本雄三

A家の人達はそれぞれ縫れて暮してます．そうした

地理的なものを断定しうるデーターの持合せはありま

せん．皆様がこうしたデーターを持寄って発表して頂

けば，やがてこうしたことは＇ *'J然した形をもって明

らかになると患います．

(3) フィ ラリアに原因する と考えられる下

空静脈狭予告による象皮病の l治験例

外］［ • ＝－－林一彦

内E 小西分承

32才の女子，約l年前より下肢倦怠と共に全身に有

痛性発赤を来たしp その後p 両下肢，腰部，下腹部に

浮腫を生ずる様になって来た．本院内科にて当初

Thrombophlebitisを疑はれy Anticoagulant等の投

与を受けた；；；，その後末梢血中よりMikrofilariaを検

出p 病因を明かにし得た.Piperazin剤の長期投与を

受けたが軽快せずp 手術的療法を求めて外科に転科し

た．浮腫は結締織性増殖は余り認められずp リンパ節

腫脹も認められなかった．下大静脈の撮影を行った

所，左右腸骨静脈分岐部上方に狭窄を認め，又卵巣静

脈，腰静脈等に副側血行路が発達していた．手術によ

り，腎静脈下部に到る約4cmの狭窄部を剥離，術後p

下肢の浮腫は急激に軽減したp 手術的摘出の努大動脈

リンパ節に Filaria性組織像あり，静脈閉塞は管壁の

フィラリア性病変にあるものと考えた．

(4) 内頚動脈閉塞及び政令の.ft'1＇例について

タトl ：吉臼｜いい主・丸山 呆

仰地晴彦.ft］賀志品

我々はIJ1'<i血管僻警のN1杭学的診断の元に（＇AGを行
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いp 内頚動脈に閉塞或は狭窄を証明した 7例を経験し

たので報告した．

その症状より 3つのGroupに分類しPそれぞれCAG

とPEGの特徴を述べp 更にふ断及び治療について文

献的考察を加えた．

質問大阪市大外科原田直彦

a. carotis int.のbyepassというようなprocedure

はありませんか？

例えばp a .. brachialisiを上肢のギセイにおいて使

用するという ideaは如何でしょうか？

答 外I 吉田耕造

発症後の時間の短い場合はp Thromboectomy に

て十分だと考えますが発症後相当時間が経っている時

にはp 既にHirnerweichungが起っているので余り

好成績は得られないと考えます．

(5) 左下腿ガス壊症の l例

那賀病院外科

浜野研蔵・山崎徳雄・ 0土僑修

左下腿開放性骨折及び眼骨量U離骨折を併うた）｛i;1;j坐

創にガス壊痘を併発した23才男子の一例に遭遇しP 左

大腿部切断にて一命を救い得た．

本症例はp 受傷後抗生物質を大量使用したに拘らず

発病しp 抗血清も十分なる効果を見ずp 受傷後3日目

には大腿下部に迄壊死が拡り p 著明な中毒症状を呈し

たが，大腿健康旧こ於ける下肢切断により劇的な症状

の改善を見た．抗生物質の進歩した現在に於てもp 重

症ガス壊痘に対してはp 可能なる限り早期に病巣の完

全な切除が行はるべきであると考える．

質問九間外喜雄

1) ガスは悪臭を放ったかどうかp 混合感必がなけ

れば殆ど無臭であるとされているが．

答土橋修

受傷後. 2日目頃より高度の悪臭を認めました． 干

のJJ.,＼合．混合感染は十分考えられます．

¥6) 興味ある悪性黒色胆の l例

那賀病院外科

つ土矯修・山崎徳雄・浜野研蔵

症例 55才p 男，全身に散在する皮下腫泌，腹部腫

癒及び下痢を主訴とし p 関IJ皇子千l~iにより空阪上：＼1：の手

拳大の腫湯を別除したがp 術後30日目に回腸腫疹転移

のため腸重積を起して死亡した．

剖検により悪性黒色腫及びその転移と診断されP転移

は全身皮下 l依 j・泊所）， ！脳p {. p 腎pE事p 胸p腹腔
リンパ腫に認められるが，原発巣と考へられる腫蕩は

手術にて都除した空防腫癌以外に見当らず，空腸原発

の悪性腫揚が全身転移を来したものと考へられる．組

織像は極めて多彩である．空腸原発の悪性黒色瞳は

Cox-Hoytらによる報告がある．

(7) 後縦靭帯化骨による脊髄麻痔症例

整形笹井義男

56才の男．会社員で約6年前から誘因と思われるも

のなく下半身の麻痔を来たし， 2年後には瞬以下の全

麻痔を米たした症例を手術した結果第7頚椎より第3

胸椎迄の聞の椎管座周囲の異常骨増殖特に第2胸椎々

体後面の後縦靭帯の異常骨化により脊髄が圧迫されP

変性に陥っているのを認めp この膨隆部を切除した．

レ線像では一部は強直性脊椎関節炎やp 変形性脊椎

症の像を認めたがp その異常骨化の成因については不

明である．

(8) 厚生年金玉造整形外科病院に於ける整

形外科機能訓練に就いて（膝内障の機

能恢復）

大塚哲也

'1:'' 11 会ント H1幾fl~訓練を行った半月板損傷： 21例p 側副
靭帯損傷： 6例p 前十字靭帯断裂： l例p 計28例に就

いて一般統計p 機能快復状況p 及び予後調査に就いて

報告した．

刷機能訓練実用器棋の改良型

厚生年金玉造整形外科病院

)(J家哲也・牧野文雄・錦織正

l)下肢屈伸力測定器．横臥位及び椅子坐居に於て

測定さるもの．

IT ）肢関節脱臼用三輪車．

]l[J鞍型訓練器．矢張り股脱用．

N> v字型指訓練器．
以上に就いてスライド展示により発表した．


